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日米和親条約170周年記念特別展

外国奉行
―― 幕末の外務省 ――

は
じ
め
に

　

今
年（
二
〇
二
四
年
）は
、安
政
元
年（
一
八
五

四
）に
ペ
リ
ー
と
日
米
和
親
条
約
を
締
結
し
て

か
ら
一
七
〇
周
年
に
あ
た
る
。そ
の
締
結
地
は

横
浜
、ま
さ
に
当
館
が
建
って
い
る
場
所
で
あ
る
。

和
親
条
約
に
引
き
続
い
て
安
政
五
年
六
月
に
は

横
浜
沖
に
停
泊
す
る
米
艦
上
で
日
米
修
好
通
商

条
約
が
結
ば
れ
る
。直
後
の
七
月
、幕
府
は
欧
米

の
外
交
官
と
の
交
渉
を
担
当
す
る
常
設
的
な
役

職
と
し
て
外
国
奉
行
を
創
設
し
た
。一
方
、開

港
都
市
横
浜
に
は
神
奈
川
奉
行
が
置
か
れ
、街

の
支
配
と
外
国
人
と
の
折
衝
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
る
。外
務
省
と
神
奈
川
県
の
前
身
に
あ
た

る
こ
の
ふ
た
つ
の
組
織
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
研

究
が
さ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

当
館
で
は
ペ
リ
ー
来
航
一
七
〇
周
年
を
記
念

し
て
、本
年
の
九
月
二
一
日（
土
）か
ら
一
一
月

二
四
日（
日
）ま
で
特
別
展「
外
国
奉
行
と
神
奈

川
奉
行
」（Part1

「
外
国
奉
行
―
幕
末
の
外
務

省
」：
九
月
二
一
日
～
一
〇
月
二
〇
日　

Part2

「
神
奈
川
奉
行
―
開
港
都
市
を
治
め
る
」：
一
〇

月
二
六
日
～
一
一
月
二
四
日
）を
開
催
す
る
。本

誌
前
号（
一
五
六
号
）で
は
神
奈
川
奉
行（
所
）の

施
設
と
業
務
に
つ
い
て
紹
介
し
た
が
、今
号
で
は

外
国
奉
行
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

１　

外
国
奉
行
の
誕
生

　

安
政
五
年（
一
八
五
八
）七
月
八
日
、幕
府
は

新
た
に
外
国
奉
行
を
創
設
し
、水
野
忠た
だ

徳の
り・永

井

尚な
お

志ゆ
き・
岩
瀬
忠た
だ

震の
り・
堀
利と
し

熙ひ
ろ・
井
上
清き
よ

直な
お
の
五
名

特別展「外国奉行」 ――幕末の外務省――Part.1special feature

図１　日英修好通商条約の全権委任状の交換　オリファント『エルギン卿遣日使節録』1859年　当館蔵
エルギン卿（左から3人目）と条約交渉を開始する幕府側の外国奉行たち（中央）。そのなかのひとりが井上清直であろう。

2



を
任
じ
た
。い
ず
れ
も
外
交
交
渉
の
経
験
を
も
つ

俊
英
の
幕
臣
で
あ
る
。そ
し
て
、外
国
奉
行
の
も

と
に
行
政
組
織
で
あ
る
外が
い

国こ
く

方か
た

を
設
置
し
た
。

幕
府
初
の
本
格
的
な
外
交
担
当
部
局
が
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。外
国
奉
行
創
設
直
前
、イ
ギ
リ
ス

使
節
エ
ル
ギ
ン
卿
、ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が

修
好
通
商
条
約
を
締
結
す
る
た
め
来
日
し
て
い

た
。外
国
奉
行
た
ち
の
初
仕
事
は
の
ち
に
安
政
の

五
か
国
条
約
と
呼
ば
れ
る
修
好
通
商
条
約
の
締

結
で
あ
っ
た（
図
１
参
照
。他
、オ
ラ
ン
ダ・フ
ラ
ン

ス
と
締
結
）。

　

勘
違
い
さ
れ
や
す
い
が
、現
在
の
外
務
大
臣
に

相
当
す
る
の
は
外
国
奉
行
で
は
な
く
外
国
掛か
か
り

老

中（
外
交
関
係
を
扱
う
老
中
）で
あ
っ
た
。外
国

奉
行
は
外
務
次
官
、あ
る
い
は
局
長
ク
ラ
ス
に
相

当
す
る
だ
ろ
う
か
。外
国
奉
行
の
職
務
内
容
は
、

安
政
五
年
七
月
の
老
中
の
通
達（
達た

っ
し
が
き書）に「
外

国
応
接
の
儀
は
勿も
ち

論ろ
ん

、貿
易
筋
の
御
用
、そ
の
ほ

か
す
べ
て
外
国
へ
関
係
致
し
候
そ
う
ろ
う

儀
は
、引
き
請

け
取
り
扱
い
候
よ
う
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

編『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』二
〇
）と
あ
る
よ
う

に
、外
交
交
渉
の
ほ
か
貿
易
に
関
わ
る
事
柄
も

外
国
奉
行
の
担
当
と
さ
れ
た
。

　

初
代
の
外
国
奉
行
井
上
清
直
に
関
係
す
る
資

料
群
が
武
蔵
村
山
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る（
三
野
行
徳
氏
よ
り
ご
教
示
い

た
だ
い
た
）。資
料（
古
文
書
）は
武
蔵
村
山
市
の

旧
家・渡
辺
善
一
郎
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、同

家
は
江
戸
時
代
、炭
を
江
戸
の

大
名・旗
本
家
に
納
入
し
て
い

た
。古
文
書
は
取
引
の
あ
っ
た

旗
本
井
上
家
か
ら
反ほ

故ご

紙し

と

し
て
引
き
取
っ
て
き
た
も
の
と

い
う
。

　

資
料
群
に
は
井
上
の
外
国

奉
行
在
任
期
に
作
成
さ
れ
た

業
務
関
係
の
書
類
が
含
ま
れ

て
い
る
。た
と
え
ば
、図
２
は

外
国
奉
行
た
ち
が
外
国
人
に

出
し
た
外
交
文
書
の「
草
案
」

で
あ
る
。安
政
六
年
一
月
一
二

日
、英
軍
艦
イ
ン
フ
レ
ク
シ
ブ

ル
号（H

M
S Inflexible

）

が
品
川
沖
に
来
航
、一
七
日
に

艦
長
ブ
ル
ー
ケ
ル（C

aptain 
Brooker

）は
老
中
太
田
資す
け

始と
も

と
面
会
し
、イ
ギ
リ
ス
へ
使
節
を
派
遣
す
る
よ

う
要
望
し
た
。本
書
簡
は
使
節
派
遣
を
断
る

ブ
ル
ー
ケ
ル
宛
の
返
書
草
案
で
、外
国
奉
行
水

野
筑ち
く
ご
の
か
み

後
守（
忠
徳
）・
永
井
玄げ

ん
ば
の
か
み

蕃
頭（
尚
志
）・
井

上
信し
な
の
の
か
み

濃
守（
清
直
）・
堀
織お

り
べ
の
し
ょ
う

部
正（
利
熙
）・
村
垣

淡あ
わ
じ
の
か
み

路
守（
範
正
）の
名
が
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る

（
う
ち
井
上
と
堀
は
花
押
を
捺
し
て
い
る
）。本

書
簡
に
つい
て
は
実
際
に
外
国
側
に
交
付
し
た
正

式
な
返
書
が『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』二
二
に
所

収
さ
れ
て
お
り
、こ
の
草
案
と
の
比
較
が
可
能
で

あ
る
。正
式
な
返
書
が
、使
節
派
遣
の
提
案
に
謝

意
を
表
し（「
厚
意
忝
か
た
じ
け
なく

存
ぜ
ら
れ
候
」）、今

後
の
派
遣
に
含
み
を
持
た
せ
な
が
ら
丁
寧
に
謝

絶
し
て
い
る
の
に
対
し
、草
案
で
は
、使
節
派
遣
に

つ
い
て「
そ
の
約
こ
れ
な
く（
派
遣
の
約
束
は（
そ

も
そ
も
）な
さ
れ
て
お
ら
ず
）」、「
人
物
の
撰せ

ん

挙き
ょ

は
勿
論
用
意
等
も
更さ
ら
に
こ
れ
な
く（
派
遣
す
る

人
物
の
選
定
は
も
ち
ろ
ん
、準
備
を
ま
っ
た
く
お

こ
な
っ
て
い
な
い
）」な
ど
、な
か
な
か
ス
ト
レ
ー
ト

な
表
現
を
使
用
し
て
要
望
を
断
って
い
る
。外
交

文
書
の
推す
い

敲こ
う

過
程
が
わ
か
る
と
と
も
に
、外
国
奉

行
た
ち
の
本
音
も
透
け
て
見
え
る
貴
重
な
文
書

で
あ
る
。

２　

外
交
交
渉
に
奔
走

　

外
国
奉
行
を
務
め
た
人
物
の
ひ
と
り
に
柴

田
剛た
け

中な
か

と
い
う
幕
臣
が
い
る（
図
３
）。安
政
五
年

図３　柴田剛中　個人蔵・国立歴史民俗博物館寄託

図２　使節派遣を断る外国奉行の書簡（草案）　「（貌
ぶ り た に あ

利太泥亜女王蒸気軍艦指揮役イ
ンフレクシブルへの条約取替につき書状）」安政6年（1859）1月19日付　
武蔵村山市立歴史民俗資料館蔵
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Part.1special feature 特別展「外国奉行」 ――幕末の外務省――

（
一
八
五
八
）の
外
国
奉
行
の
創
設
と
同
時
に
、

そ
の「
次
官
」と
も
い
う
べ
き
外
国
奉
行
支
配

組く
み
が
し
ら
頭
に
就
任
。文
久
三
年（
一
八
六
三
）に
外
国

奉
行
、慶
応
三
年（
一
八
六
七
）に
は
兵
庫
奉
行

と
な
り
、兵
庫（
神
戸
）開
港
の
指
揮
を
と
っ
た
。

幕
末
に
二
度
ヨ
ー
ロッパ
に
渡
航
し
た
経
験
も
あ

り
、外
国
方
の
創
設
か
ら
幕
府
倒
壊
ま
で
一
貫

し
て「
外
交
畑
」を
歩
い
た
外
務
官
僚
で
あ
る
。

そ
の
関
連
資
料
が
昨
年（
二
〇
二
三
年
）、国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

柴
田
は
、嘉
永
二
年（
一
八
四
九
）正
月
か
ら

明
治
六
年（
一
八
七
三
）四
月
ま
で
、一
一
八
冊

も
の
日
記
を
書
き
残
し
て
お
り
、欧
米
外
交
官

と
の
外
交
交
渉
に
奔
走
し
て
い
る
よ
う
す
も
見

て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。た
と
え
ば
文
久
三
年
二

月
、イ
ギ
リ
ス
代
理
公
使
ニ
ー
ル
は
前
年
八
月
に

発
生
し
た
生な
ま

麦む
ぎ

事
件
の
賠
償
金
を
幕
府
に
要
求

し
、認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
戦
争
を
開
始
す
る

可
能
性
を
示
唆
し
た
。し
か
し
攘じ
ょ
う
い夷（
外
国
人
排

斥
）の
勢
い
が
強
か
っ
た
こ
の
時
期
、幕
府
は
賠
償

金
の
支
払
い
を
簡
単
に
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
。戦
争
開
始
を
恐
れ
、多
く
の
者
が
江
戸・

横
浜
か
ら
郊
外
へ
避
難
す
る
。街
は
混
乱
に
陥
っ

て
い
た
。

　

三
月
七
日
、柴
田
は
若わ
か

年ど
し

寄よ
り

有
馬
道み

ち

純ず
み

に
同

行
し
て「
午
第
十
二
時
半
英
ミ
ニス
ト
ル
方（
横
浜

の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
）へ
一
同
出
張
」し
た
。要

求
に
対
す
る
回
答
期
日
が
迫
っ
て
い
た
が
、柴
田

た
ち
は
一
五
日
間
延
期
す
る
こ
と
の
同
意
を
得

る
。そ
れ
か
ら「
仏
ミ
ニ
ス
ト
ル
方
」に
も
廻
り
、

同
様
の
交
渉
を
お
こ
な
っ
た
。一
行
は
いっ
た
ん

運
上
所
に
戻
って
か
ら
、横
浜
市
中
を「
見
廻
」っ

た（
図
４
）。日
記
に
は
連
日
の
交
渉
の
様
子
と
、

柴
田
が
関
連
す
る
種
々
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。三
月
上
旬
か
ら
四
月

上
旬
、外
国
方
の
属
僚
は
こ
の
交
渉
で
多
忙
を
極

め
、「
四
日
五
日
の
徹
夜
に
疲
れ
御お

堀ほ
り

端ば
た

を
歩あ

る
き行

な
が
ら
居い
ね
む
り睡

を
成
し
た
る
迄
に
至
れ
り
」と
い

う
状
態
だ
っ
た
と
い
う（
福
地
源
一
郎『
懐
往
事

談
』）。

　

柴
田
剛
中
の
資
料
群
に
は
古
文
書
の
み
な
ら

ず
、箱
館（
函
館
）・神
戸・横
浜
等
開
港
地
の
絵
図

（
図
５
）、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
撮
影
し
た
使
節
一
行
の

肖
像
写
真
や
同
地
で
得
た
メ
ダ
ル（
図
６
）、自
身

所
用
の
刀
剣
や
拳
銃
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、

外
国
奉
行
の
業
務
と
幕
臣
の
生
活
を
総
合
的
に

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。今
回
は
そ
の
資
料
群

か
ら
約
三
〇
点
を
お
借
り
し
て
出
陳
す
る
。目

玉
資
料
と
な
る
一
群
で
あ
る
。

図５　横浜の絵図　「（運上所・異人館などが描かれた横浜地図）」　
個人蔵・国立歴史民俗博物館寄託
柴田剛中の旧蔵資料のなかの横浜の絵図面。慶応2年（1866）10月の横浜大火以前のもの
だろう。

図６　日蘭親善記念メダル　個人蔵・国立歴史民俗博物館寄託
片面に「両国親睦 益

ますます

篤
あつく

」と刻印され、反対の面には葵紋・日の丸がデザインされている。文久
2年（1862）にオランダで授与されたもの。

図４　柴田剛中の日記　「日載（三）」文久3年（1863）3月5～7日条　
個人蔵・国立歴史民俗博物館寄託
柴田剛中は文久2年12月28日に外国奉行並を命じられており、生麦事件の償金支払い問題
について、各国との交渉に奔走した。（本資料は特別展Part2「神奈川奉行」展で展示します。）
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３　

外
国
人
の
警
備

　

横
浜
開
港
後
、物
価
が
上
昇
し
、外
国
人
に

対
す
る
反
感
が
増
し
つ
つ
あ
っ
た
。横
浜
や
江
戸

で
は
外
国
人
殺
傷
事
件
が
発
生
、治
安
は
悪
化

す
る
。万
延
元
年（
一
八
六
〇
）一
二
月
、江
戸
の

赤
羽
橋
付
近（
現
港
区
）で
ア
メ
リ
カ
公
使
館
通

訳
の
ヘ
ン
リ
ー・ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
が
暗
殺
さ
れ
た
。

西
欧
の
外
交
団
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、幕
府

に
警
備
体
制
の
強
化
を
要
請
す
る
。文
久
元
年

（
一
八
六
一
）一
月
一
八
日
、幕
府
は
講
武
所（
幕

臣
の
武
術
教
習
機
関
）か
ら
武
芸
に
優
れ
た
者

を
抜
擢
し
、「
外
国
御
用
出で

や
く役
」と
い
う
名
称
で

三
〇
〇
名
を
外
国
方
の
指
揮
下
に
入
れ
た
。外

国
人
警
備
専
門
部
隊
の
誕
生
で
あ
る
。同
部
隊

は
文
久
三
年
九
月
一
三
日
、以
前
よ
り
存
在
し

た
外
国
奉
行
手て
づ
け附
と
統
合
さ
れ
、「
別べ
っ
て
ぐ
み

手
組
」と

改
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（
図
７
）。

　

別
手
組
の
隊
士
に
武
島
金
三
郎
道
興
と
い

う
幕
臣
が
い
る
。金
三
郎
の
関
連
資
料
は
現
在

目
黒
区
め
ぐ
ろ
歴
史
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い

る
が
、別
手
組
隊
士
の
資
料
は
他
に
存
在
が
知

ら
れ
て
お
ら
ず
た
い
へ
ん
貴
重
な
資
料
群
で
あ

る
。な
か
で
も
、金
三
郎
が
別
手
組
出
役
肝き
も

煎い
り

と
し
て
外
国
人
警
備
の
指
揮
に
あ
た
っ
て
い
た

慶
応
元
年（
一
八
六
五
）の
日
記
か
ら
は
、別
手

組
の
活
動
実
態
が
わ
か
り
興
味
深
い
。た
と
え

ば
、四
月
一
九
日
に
は
大
砲
の「
火
入
稽
古
」、

小
銃
の「
手
前
稽
古
」が
あ
り
、金
三
郎
の
グ

ル
ー
プ（「
三
番
頬
」）か
ら
も
人
員
が
参
加
、

翌
二
〇
日
に
も「
槍
術
稽
古
」が
あ
っ
た
。一

方
五
月
二
〇
日
、オ
ラ
ン
ダ
人
士
官
二
名
と
婦

人
一
名
の「
附
添
」（
警
備
）の
た
め
、二
〇
名

の
隊
士
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。二
一
日
に
は
フ

ラ
ン
ス
公
使
館
の
三
田
済さ

い

海か
い

寺じ
（
現
港
区
）に

外
交
官
が
や
っ
て
き
た
た
め
、同
寺
に
三
〇
名

の
警
備
人
員
を
動
員
し
た（
図
８
）。別
手
組

は
日
々
武
術
の
訓
練
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、江

戸
に
や
っ
て
き
た
外
国
外
交
官
の
警
備
に
あ

た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

く
わ
え
て
金
三
郎
の
別
の
資
料
か
ら
は
、別

手
組
が
元
治
元
年（
一
八
六
四
）に
常ひ

た
ち陸（

現
茨

城
県
）で
発
生
し
た
天
狗
党
の
乱
や
慶
応
二
年

の
長
州
戦
争
な
ど
、警
備
・
軍
事
に
関
わ
る
幅

広
い
任
務
に
動
員
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
判
明
す

る
。外
国
方
が
創
設
し
た
別
手
組
は
、そ
の
軍

事
的
な
力
量
が
評
価
さ
れ
、外
国
人
警
備
以

外
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

お
わ
り
に

　

外
国
奉
行
と
外
国
方
は
明
治
元
年（
一
八
六

八
）の
幕
府
瓦
解
の
後
、そ
の
役
割
を
明
治
政
府

に
引
き
継
い
だ
。新
政
府
の
外
交
機
構
は
初
期

に
目
ま
ぐ
る
し
い
組
織
改
編
が
あ
っ
た
が
、奇
し

く
も
外
国
奉
行
の
設
置
と
同
日
、明
治
二
年
七

月
八
日
に
外
務
省
が
創
設
さ
れ
る
。

　

幕
末
期
の
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
は
厳
し

い
も
の
が
あ
っ
た
。一
方
、国
内
で
は
外
国
人
に

対
す
る
反
感
が
強
く
、攘
夷
運
動
は
社
会
を
混

乱
に
陥
れ
た
。こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
下
に

あ
っ
て
、外
国
人
と
向
き
合
っ
て
外
交
懸
案
を
解

決
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
外
国
奉
行
と
外

国
方
の
役
人
た
ち
の
苦
労
は
想
像
に
難
く
な
い
。

展
示
資
料
の
行
間
か
ら
侍
た
ち
の
辛
苦
も
想
像

し
つつ
、展
示
を
ご
観
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

（
吉
崎
雅
規
）

図８　武島金三郎の日記　「日記　参番頬」慶応元年（1865）5月21日条　
目黒区めぐろ歴史資料館蔵
この時期欧米外交団は主に横浜に居住し、用向きのあるときのみ江戸の公使館に滞在した。

図７　夜警の役人たち　フェリーチェ・ベアト撮影　元治元年（1864）　当館蔵
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Part.2special feature 特別公開「横浜とペリー提督とのつながり」
             ―「横浜上陸図」及び関連資料展示―

は
じ
め
に

　

二
〇
二
四（
令
和
六
）年
七
月
十
三
日（
土
）～
九

月
一
日（
日
）に
か
け
て
、横
浜
開
港
資
料
館（
以
下
、

当
館
）が
所
蔵
す
る
ペ
リ
ー
関
連
資
料
約
八
〇
点
を

展
示
す
る
特
別
公
開（
以
下
、本
展
示
）を
開
催
し
ま

し
た
。一
九
八
一（
昭
和
五
六
）年
の
開
館
以
来
、当
館

で
は
ペ
リ
ー
関
連
資
料
を
収
集
し
、開
館
記
念
展
示

及
び
二
〇
〇
四（
平
成
一
六
）年
の
開
港
一
五
〇
周
年

展
示
の
二
回
、ペ
リ
ー
提
督
関
連
の
展
示
を
開
催
し
て

い
ま
す
。ペ
リ
ー
提
督
の
横
浜
来
航
か
ら
一
七
〇
年
に

あ
た
る
今
年
、横
浜
と
ペ
リ
ー
提
督
と
の
つ
な
が
り
を

広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
に
、当
館
所
蔵
の
ハ
イ
ネ

画「
横
浜
上
陸
図
」（
石
版
画
）を
は
じ
め
と
し
た
ペ

リ
ー
関
連
資
料
を
展
示
し
、ペ
リ
ー
の
横
浜
上
陸
を

見
守
っ
た「
た
ま
く
す
」の
木
の
あ
る
当
館
が
、横
浜

の
歴
史
の
重
要
な
場
所
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま

し
た
。さ
ら
に
、ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
時
に
横
浜
村
名
主

で
あ
っ
た
石
川
家
が
ペ
リ
ー
家
と
交
流
し
た
際
の
資
料

や
ブ
ル
ー
ム・コ
レ
ク
シ
ョン
内
の
ペ
リ
ー
来
航
関
係
資
料

を
初
め
て
展
示
す
る
こ
と
で
、新
た
に
横
浜
と
ペ
リ
ー

提
督
と
の
つ
な
が
り
を
見
出
し
ま
し
た
。

ハ
イ
ネ
画「
横
浜
上
陸
図
」

（
石
版
画
）ほ
か
２
点
の
公
開

　
ペ
リ
ー
艦
隊
の
一
員
と
し
て
遠
征
に
参
加

し
た
画
家
ハ
イ
ネ
は
、遠
征
の
記
録
と
し
て

当
時
の
日
本
の
様
子
を
伝
え
る
数
多
く
の

絵
を
残
し
て
い
ま
す
。そ
の
な
か
で
、彼
の
代

表
作
と
言
え
る
の
が
日
本
遠
征
の
重
要
な

場
面
を
描
い
た
水
彩
画
六
枚
で
、帰
国
後
に

ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
は
石
版
画
に
仕

立
て
ら
れ
、『
日
本
遠
征
画
集
』（
一
八
五
五

年
）と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
す
。当
館
で
は
こ

の
う
ち「
横
浜
上
陸
図
」、「
ル
ビ
コ
ン
川
」、

「
久
里
浜
上
陸
」の
三
点
を
所
蔵
し
、な

か
で
も「
横
浜
上
陸
図
」は
、一
八
五
四
年

三
月
九
日（
嘉
永
七
年
二
月
一
〇
日
）に
ペ

リ
ー
提
督
が
横
浜
に
上
陸
し
、横
浜
応
接
所

に
入
る
様
子
を
描
い
て
お
り
、絵
の
右
側

に
は
当
館
中
庭
に
あ
る「
た
ま
く
す
」の
木

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、三
月
三
一

日（
三
月
三
日
）に
日
本
開
国
の
第
一
歩
と
な
っ
た
日

米
和
親
条
約
が
横
浜
で
締
結
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
こ

の
絵
は
、し
ば
し
ば
出
版
物
等
に
掲
載
さ
れ
る
資
料
で

す
。

　

当
館
で
は
こ
の「
横
浜
上
陸
図
」を
二
〇
一
六
年
に

修
復
し
、本
展
示
が
修
復
後
初
公
開
と
な
り
ま
す
。出

版
物
等
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
資
料
で
す
が
、実
物
を

見
る
機
会
は
少
な
く
、本
展
示
で
は
、期
間
限
定
で
実

物
展
示
を
行
い
ま
し
た
。「
横
浜
上
陸
図
」は
、「
た
ま
く

す
」の
木
と
並
ん
で
、横
浜
の
歴
史
の
重
要
な
資
料
の
一

つ
で
あ
り
、当
館
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
も
言
え
ま

す
。本
展
示
を
通
じ
て
、当
館
の
建
つ
場
所
付
近
に
ペ

リ
ー
提
督
が
上
陸
し
、日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ

た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
方
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
ま
す
。

石
川
家
と
ペ
リ
ー
家
の
交
流

　

日
米
和
親
条
約
締
結
後
の
四
月
六
日（
三
月
九
日
）

に
、ペ
リ
ー
提
督
は
横
浜
村
を
散
策
し
て
い
ま
す
。こ
の

と
き
の
様
子
は『
ペ
リ
ー
艦
隊
日
本
遠
征
記
』に
詳
細

が
記
さ
れ
、散
策
の
途
中
で
ペ
リ
ー
提
督
は
横
浜
村
名

主
石
川
徳
右
衛
門
宅
を
訪
れ
、同
家
で
供
応
を
受
け
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。ま
た
、

一
緒
に
同
行
し
て
い
た
ウ
ィ
ル
ア
ム
ズ
の『
ペ
リ
ー
日

本
遠
征
随
行
記
』に
は
、石
川
徳
右
衛
門
が
同
日
夜
に

ポ
ー
ハ
タ
ン
号
を
訪
れ
、船
員
た
ち
と
交
流
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
縁
の
あ
る
両
家
で
す
が
、一
九
八
二

（
昭
和
五
七
）年
に
石
川
徳
右
衛
門
の
ご
子
孫
の
石
川

仲
子
氏
が
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
家
を
訪
問
し
、両
家
は

一
二
八
年
振
り
に
交
流
し
ま
し
た
。石
川
仲
子
氏
か

図1　展示会場の様子

6

ペリー横浜来航170周年

横浜とペリー提督とのつながり
―― 「横浜上陸図」及び関連資料展示 ――



ら
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
約
四
〇
点
の
資
料
は
、そ

の
と
き
の
資
料
と
な
り
、本
展
示
で
は
ペ
リ
ー
提

督
の
ご
子
孫
の
コ
モ
ド
ー
ル・A・ペ
リ
ー
氏
や
コ
モ

ド
ー
ル
氏
の
母
か
ら
石
川
仲
子
氏
に
宛
て
た
手

紙
や
写
真
な
ど
が
初
公
開
と
な
り
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
石
川
家

と
ペ
リ
ー
家
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
今

回
の
展
示
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、新
た
な
横

浜
と
ペ
リ
ー
提
督
と
の
つ
な
が
り
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ム・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内

ペ
リ
ー
来
航
関
係
資
料

　

横
浜
山
手
で
生
ま
れ
、日
本
関
係
資
料
蒐
集

家
の
ポ
ー
ル・C・ブ
ル
ー
ム
氏
は
、当
館
が
開
館
す

る
際
に
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
稀
少
本
、地
図
、

浮
世
絵
な
ど
）を
横
浜
市
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ

り
、現
在
ブ
ル
ー
ム・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
な
か
に
は
作
者
や
制
作
時

期
は
不
明
な
も
の
も
多
い
で
す
が
、ペ
リ
ー
来
航

関
係
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。な
か

で
も
興
味
深
い
資
料
と
し
て
、〔
ペ
リ
ー

一
行
の
上
陸
図
〕と
題
す
る
資
料（
図

３
）は
、こ
れ
ま
で
の
ペ
リ
ー
提
督
の
上

陸
図
と
は
少
し
違
っ
た
構
図
と
な
って
い

ま
す
。こ
の
絵
に
は
星
条
旗
が
描
か
れ

ず
、ペ
リ
ー
提
督
が
上
陸
す
る
際
に
は
数

百
人
単
位
で
上
陸
し
て
い
ま
す
。も
し

か
す
る
と
ペ
リ
ー
提
督
で
は
な
く
、ア
ダ

ム
ス
中
佐
ら
が
横
浜
で
条
約
交
渉
の
会

見
地
を
下
見
す
る
た
め
に
上
陸
し
た
と

き
を
描
い
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

情
報
が
少
な
過
ぎ
て
断
定
は
で
き
ま
せ

ん
。も
し
ど
こ
か
に
原
本
が
残
さ
れ
て
い

れ
ば
、さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
が
わ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
、初
め
て
公
開
し
た
ブ
ル
ー
ム・コ

レ
ク
シ
ョ
ン
内
の
ペ
リ
ー
来
航
関
係
資
料

は
、異
国
船
や
外
国
人
に
民
衆
が
大
い

に
興
味
関
心
を
も
ち
、各
地
に
情
報
を

伝
え
る
た
め
に
模
写
さ
れ
た
資
料
が
数

多
く
残
って
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。今
後
、

こ
う
し
た
資
料
か
ら
新
し
い
こ
と
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

一
七
〇
年
前
に
ペ
リ
ー
が
横
浜
に
来
航
し
、日

米
和
親
条
約
を
締
結
し
、日
本
は
開
国
の
第
一

歩
を
踏
み
ま
し
た
。日
本
近
代
の
始
ま
り
と
な
っ

た
重
要
な
出
来
事
が
起
き
た
場
所
が
横
浜
で
し

た
。本
展
示
で
は
な
ぜ
横
浜
が
会
見
地
に
選
ば

れ
た
の
か
に
も
触
れ
な
が
ら
、横
浜
の
歴
史
の
生

き
証
人
で
あ
る「
た
ま
く
す
」の
木
を
紹
介
し
ま

し
た
。「
横
浜
上
陸
図
」に
も
描
か
れ
た「
た
ま

く
す
」の
木
は
、ペ
リ
ー
の
上
陸
を
見
守
り
、二
度

の
災
害
を
受
け
な
が
ら
も
先
人
た
ち
に
よって
大

切
に
保
存
さ
れ
、横
浜
の
歴
史
を
見
守
り
続
け

て
き
ま
し
た
。「
た
ま
く
す
」の
木
は「
横
浜
上
陸

図
」と
共
に
横
浜
の
歴
史
を
示
す
重
要
な
資
料

の
一
つ
で
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に
保
存
し
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
の
横
浜
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
が
一
七
〇
年
前
の
ペ
リ
ー
提
督
の
横
浜
来
航
で

す
。本
展
示
で
は
当
館
が
こ
れ
ま
で
収
集
し
て
き

た「
横
浜
上
陸
図
」を
は
じ
め
ペ
リ
ー
関
連
資
料

を
展
示
し
、横
浜
と
ペ
リ
ー
提
督
と
の
つ
な
が
り

を
改
め
て
伝
え
ま
し
た
。さ
ら
に
、石
川
家
と
ペ

リ
ー
家
と
の
交
流
や
ブ
ル
ー
ム・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

資
料
か
ら
横
浜
と
ペ
リ
ー
提
督
と
の
新
た
な
つ
な

が
り
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

当
館
で
は
ペ
リ
ー
関
連
の
資
料
を
収
集
し
、横
浜

の
新
た
な
歴
史
の
発
見
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
白
井
拓
朗
）

図2　ハイネ画「ペリー提督・横浜上陸図」（石版画）

図3　〔ペリー一行の上陸図〕（ブルーム・コレクション）
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昨
年
、二
〇
二
三（
令
和
五
）年
は
関
東
大

震
災
一
〇
〇
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、各
地
で

震
災
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
示
会
が
開
催
さ
れ

た
。当
館
で
も
、姉
妹
館
で
あ
る
横
浜
都
市
発

展
記
念
館
と
合
同
で
特
別
展「
大
災
害
を
生

き
抜
い
て
―
横
浜
市
民
の
被
災
体
験
―
」（
会

期
：
二
〇
二
三
年
八
月
二
六
日
～
一
二
月
三

日
）を
開
催
し
、各
種
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
、多
く
の
来
館
者
を
得
た
。本
展
示
の
成

果
の
一
つ
と
し
て
、報
道
や
展
示
を
見
た
市
民

か
ら
、従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
震
災
関
連

資
料
の
寄
贈
依
頼
を
複
数
受
け
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。本
稿
で
は
、新
た
に
寄
贈
を
受
け

た
資
料
の
う
ち
、震
災
時
に
中
区
本
牧
地
域
に

居
住
し
て
い
た
横
浜
市
民
が
撮
影
し
た
震
災

関
連
写
真
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

今
回
寄
贈
を
受
け
た
資
料
は
、寄
贈
者
で

あ
る
永
山
直
子
氏
の
祖
父
、入
野
基
が
撮
影

し
た
震
災
関
連
写
真
群
で
あ
る
。基
は
成
田

銀
行
や
川
崎
貯
蓄
銀
行
な
ど
で
要
職
を
務
め

た
父
、廣
之
助
の
長
男
と
し
て
一
八
七
六（
明

治
九
）年
に
生
ま
れ
、一
八
九
三（
明
治
二
六
）

年
に
横
浜
の
モ
ル
フ
商
会
に
勤
務
し
た
ほ
か
、

ベ
ッ
カ
商
会
の
染
料
薬
品
部
門
主
任
を
務
め

た
。一
九
一
一（
明
治
四
四
）年
に
病
を
得
て

東
京
市
下
谷
区
で
一
時
静
養
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、震
災
発
生
時
は
家
族
と
と

も
に
本
牧
に
居
住
し
て
い
た（
古
林
亀
治
郎
編

『
現
代
人
名
辞
典
』中
央
通
信
社
、一
九
一
二

年
）。関
東
大
震
災
で
は
、入
野
家
の
家
族
は

無
事
で
あ
っ
た
も
の
の
家
屋
は
完
全
に
倒
壊
す

る
被
害
を
受
け
る
。基
は
倒
壊
し
た
被
災
直

後
の
自
宅
と
家
族
を
撮
影
し
た
ほ
か
、震
災

翌
年
に
お
け
る
横
浜
の
被
災
地
を
多
く
撮
影

し
て
い
る
。寄
贈
資
料
に
は
、震
災
写
真
一
二

点
が
所
収
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る

ほ
か
、原
板
で
あ
る
写
真
フ
ィ
ル
ム
一
四
点【
図

１
】が
含
ま
れ
て
い
る
。ア
ル
バ
ム
に
収
め
ら
れ

た
紙
焼
写
真
の
裏
面
に
は
、撮
影
時
期
と
場
所

の
説
明
書
き
が
記
さ
れ
て
お
り
、写
真
の
詳
細

が
把
握
で
き
る
こ
と
が
本
資
料
群
の
価
値
を

高
め
て
い
る
。

　

基
が
撮
影
し
た
資
料
の
中
で
ま
ず
注
目
で

き
る
の
が
、被
災
直
後
に
撮
影
し
た
自
宅
の
写

真
で
あ
る
。【
図
２
】の
写
真
裏
に
は
、「
大
正

十
二
年
九
月
ノ
大
震
災
に
て
自
宅
倒
壊
家
屋

ノ
瓦
全
部
ヅ
リ
落
チ
木
羽
葺
ヲ
通
シ
テ
棟
木

見
ユ
」と
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の
記
述
の
通
り
、

写
真
に
は
一
階
部
分
が
屋
根
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
て
倒
壊
し
、瓦
が
屋
根
か
ら
落
ち
て
棟
木
が

木
羽
葺
屋
根
の
隙
間
か
ら
露
出
し
て
い
る
様

子
が
写
さ
れ
て
い
る
。震
災
時
に
お
け
る
入
野

家
の
人
々
の
避
難
状
況
の
詳
細
は
伝
わ
っ
て
い

な
い
が
、家
屋
倒
壊
の
状
況
か
ら
察
す
る
に
、

家
屋
が
完
全
に
倒
壊
す
る
前
に
、家
族
全
員

が
屋
外
に
避
難
し
て
一
命
を
と
り
と
め
た
も

資
料
よ
も
や
ま
話

横
浜
市
民
が

撮
影
し
た

関
東
大
震
災

図1　寄贈された震災写真フィルム

8

図2　倒壊した入野家家屋



の
と
推
測
で
き
る
。自
宅
が
倒
壊
し
て
な
お
余

震
が
続
き
、様
々
な
デ
マ
が
流
れ
る
混
乱
し
た

状
況
下
に
あ
っ
て
も
、基
は
倒
壊
し
た
家
屋
内

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
、

家
屋
の
被
災
状
況
と
家
族
が
屋
外
に
避
難
す

る
状
況【
図
３・４
】を
撮
影
し
た
の
で
あ
る
。

未
曽
有
の
震
災
被
害
を
記
録
し
よ
う
と
す
る

基
の
強
い
意
志
が
う
か
が
え
る
写
真
と
い
え
よ

う
。

　

ま
た
、寄
贈
資
料
に
は
、震
災
翌
年
の

一
九
二
四（
大
正
一
三
）年
三
月
に
横
浜
市
内

の
被
災
状
況
を
撮
影
し
た
写
真
群
が
含
ま
れ

て
い
る
。こ
の
う
ち
、興
味
深
い
の
が
中
区
相
生

町
の
震
災
犠
牲
者
慰
霊
の
様
子
を
撮
影
し
た

一
枚
で
あ
る【
図
５
】。写
真
裏
面
に「
十
三
年

三
月
十
日　

横
浜
相
生
町
の
法
要
跡
」と
記

さ
れ
た
本
写
真
に
は
、「
如
来
妙
色
身　

為
大

震
火
災
相
生
町（
以
下
判
読
不
能
）」と
記
さ

れ
た
法
要
塔
と
、死
者
追
悼
の
献
木
と
思
わ

れ
る
樹
木
が
並
ん
で
い
る
様
子
が
撮
影
さ
れ

て
い
る
。横
浜
市
市
史
編
纂
係
編
・
発
行『
横

浜
市
震
災
誌
』（
第
二
冊
、一
九
二
六
年
）に
よ

れ
ば
、相
生
町
は
震
災
前
に
戸
数
三
百
六
戸
、

人
口
約
一
千
五
百
人
を
有
し
て
い
た
が
、震
災

に
よ
っ
て
町
内
の
家
屋
は
土
蔵
一
つ
を
除
い
て

す
べ
て
全
潰
あ
る
い
は
半
潰
し
、生
き
埋
め
と

な
っ
て
一
家
全
滅
と
な
っ
た
世
帯
も
多
か
っ
た

と
い
う
。こ
の
後
、町
を
襲
っ
た
激
し
い
火
災
の

た
め
、町
全
域
が
焦
土
と
な
っ
た
。同
書
に
は
、

生
き
残
っ
た
相
生
町
の
住
民
た
ち
が
横
浜
公

園
に
避
難
し
て
助
け
合
い
な
が
ら
避
難
生
活

を
送
り
、比
較
的
早
期
に
元
の
居
住
地
跡
に

戻
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。本
写
真
か
ら

は
、町
に
戻
っ
た
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
早
い
段
階

で
震
災
犠
牲
者
の
慰
霊
法
要
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
想
像
で
き
、近
隣
の
犠
牲
者
を
悼
む
相
生

町
住
民
の
思
い
の
強
さ
が
推
察
さ
れ
る
。

　

横
浜
の
震
災
被
害
状
況
を
撮
影
し
た
写
真

は
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、近
年
研
究
が
急
速

に
進
展
し
て
い
る
が
、写
真
撮
影
を
職
業
と
す

る
写
真
師
や
公
的
な
職
業
に
就
く
人
々
が
撮

影
し
た
も
の
が
多
く
、個
人
が
私
的
に
撮
影
し

た
写
真
は
希
少
と
い
え
る
。同
様
の
写
真
を
保

存
さ
れ
て
い
る
方
は
、是
非
、当
館
ま
で
情
報
の

ご
提
供
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
西
村　

健
）
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図4　屋外に避難した人々の様子

図3　屋外に避難した入野家の人々

図5　相生町の震災犠牲者慰霊塔



か
つ
て
の
色
が

よ
み
が
え
っ
た

イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館

　

当
館
で
は
、二
〇
二
三（
令
和
五
）年
七
月
か

ら
二
〇
二
四（
同
六
）年
二
月
に
か
け
て
、横
浜

市
指
定
文
化
財
で
あ
る
旧
館
（
旧
イ
ギ
リ
ス
総

領
事
館
、昭
和
六
年
竣
工
）の
外
観
整
備
工
事

を
実
施
し
ま
し
た（
図
１
）。
工
事
で
は
、
イ
ギ

リ
ス
総
領
事
館
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
か

つ
て
の
外
観
を
復
原
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、煙
突
の
耐
震
補
強
、剥
落
防
止
ネ
ッ
ト
の

撤
去
、銅
板
屋
根
の
一
部

葺
き
替
え
、雨
仕
舞
の
更

新
、外
部
建
具
の
塗
装
な

ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た

が
、建
物
に
残
さ
れ
た
古

い
痕
跡
を
調
査
す
る
な
か
で
、そ
れ
ま
で
紺
色

に
塗
ら
れ
て
い
た
扉
や
窓
枠
の
色
が
、以
前
は

緑
色
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

文
化
財
の
建
物
を
修
理
す
る
場
合
に
は
、

竣
工
か
ら
現
在
に
い
た
る
改
修
の
履
歴
を
丁

寧
に
調
べ
て
、後
世
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
部

分
に
つ
い
て
は
、そ
の
価
値
を
検
討
し
た
う
え

で
、以
前
の
色
や
形
に
復
原
す
る
こ
と
が
一
般

的
で
す
。
建
物
各
部
の
色
に
つ
い
て
は
、塗
装

を
丁
寧
に
落
と
し
て
い
く
こ
と
で
、当
初
か
ら

の
色
の
変
遷
を
調
べ
て
い
き
ま
す
が
、調
査
の

結
果
、扉
や
窓
枠
な
ど
で
、現
在
の
紺
色
に
塗

ら
れ
る
前
に
、緑
色
に
塗
ら
れ
て
い
た
時
代

が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た（
図
２
・

３
）。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館

が
閉
鎖
さ
れ
た
一
九
七
二（
昭
和
四
七
）年
当

時
、副
領
事
と
し
て
こ
の
建
物
に
勤
め
て
お

ら
れ
た
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
ッ
カ
ハ
ム（D

avid 
Cockerham

）氏
が
、偶
然
に
も
来
館
さ
れ
ま

し
た
。コ
ッ
カ
ハ
ム
氏
か
ら
は
、領
事
館
時
代

に
建
物
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か

な
ど
、た
い
へ
ん
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、あ
わ
せ
て
領
事
館
時
代
の
写

真
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た（
図
４
・
５
）。

図
５
は
建
物
の
東
面（
現
在
の
開
港
広
場
側
）

で
、入
口
上
部
に
イ
ギ
リ
ス
王
室
の
紋
章
が
掲

げ
ら
れ
、右
側
に
は
、真
鍮
製
と
み
ら
れ
る
領

事
館
の
案
内
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
が
、扉
や
左
右
の
小
窓
の
鉄

格
子
な
ど
が
緑
色
に
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
工
事
で
は
、こ
れ
ら
の
資
料
を
ふ
ま
え
て
、

扉
と
窓
枠
を
か
つ
て
の
緑
色
に
復
原
し
ま
し

た
。

　

当
館
へ
ご
来
館
の
際
に
は
、展
示
と
あ
わ
せ

て
、こ
れ
ま
で
と
少
し
印
象
が
変
わ
っ
た
旧
館

の
姿
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
青
木
祐
介
）

上段右：図2　塗装調査：南面ドーマー窓の通風ガラリ（株式会社ユー・エス・シー提供）
上段左：図３　塗装調査：西面中央扉脇小窓の鉄格子（株式会社ユー・エス・シー提供）
下段右：図４、左：図５　1972（昭和47）年頃のイギリス総領事館（デヴィッド・コッカハム氏提供）

図１　外観整備工事が完了した旧館　2024（令和6）年2月
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閲覧室より

　嘉永7年3月3日（1854年3月31日）、ペリー一行と幕府応接
掛とのたび重なる交渉を経て、日米和親条約が現在の横浜開港
資料館周辺の地で結ばれました。日米和親条約のうち日本側の
原文書は江戸城の火災で焼失しましたが（アメリカ側の原文書は
米国国立文書館所蔵）、条文の内容は『大日本古文書　幕末外国
関係文書之五』（覆刻版、東京大学出版会、1972年）で確認する
ことができます（蘭文を除く）。
　日米和親条約については、さまざまな学術的見解が提示され
ています。今回はそうした研究成果のごく一部ではありますが、
紹介していきたいと思います。

◆「鎖国」は終わり、「開国」したのか
　『大日本古文書　幕末外国関係文書』編纂に携わった石井孝氏

（1909-96）は、日米和親条約に通商は規定されなかったもの
の、「わが鎖国制度は大きく破られた」と述べています（『日本開
国史』吉川弘文館、1972年、107頁）。
　一方、羽賀祥二氏は幕府による近代的な外交理念や原則の受
容過程に着目し、「幕府は外交関係について通信・通商・和親の
三種の次元の異なる関係を設定していた。そして鎖国体制（通信
通商関係のみに外交関係を限定する体制）の下での異国船対策
であった薪水給与令を和親関係の根拠とし、通信・通商との区別
を強調することによって鎖国体制には基本的変化がないと考え
たといえるだろう」としています（「和親条約期の幕府外交につい
て」『歴史学研究』482号、1980年）。
　また、三谷博氏は日米和親条約について「限定的開国」を取り
決めた「開港条約」と捉え、「西洋・日本ともに開国の主要な指標
としていた「通商」関係を排除し、「通信」関係すなわち正式の国
交についても不問にすませたのである。この事実は、幕府がペ
リーの軍事的威圧に完全屈服・譲歩したのではなく、鎖国政策を
能う限り維持する道を選び、それにある程度成功したことを示唆
している」（『明治維新とナショナリズム』山川出版社、1997年、
134頁）と幕府の対応を評価しました。
　当時の幕府の交渉担当者は「鎖国」を守るべき「祖法」とし、朝
鮮・琉球を通信（国交）の国、オランダ・中国を通商（貿易）の国と
位置付けていました。日米和親条約によって下田・箱館は開港し
ましたが、通信・通商を認める条約ではなかったという点が注目
されてきわけです。
　こうした中、横山伊徳氏は「外交交渉と現実社会がある均衡点
を見出すという折衷的社会」の存在を肯定しつつ、「しかし、それ
は日米和親条約締結＝「開国」の結果であって、日本近世の外交
体制がそうした変態を自律的に遂げたのではない」と述べてい
ます。和親条約の画期性を改めて強調し、従来の研究潮流に再考
を促しています（「日米和親条約再考」『歴史地理教育』938号、
2022年）。

◆幕府の対外交渉能力再検証
　日米和親条約調印にあたっては漢文・蘭文・和文・英文の各版
が作成、交換されましたが、それぞれに記された文意は微妙に異
なっていたため、日米双方の条文解釈に違いが生じることになり
ました。そうした条約の多義性に注目した研究の進展にともな
い、幕府の対外交渉能力が見直されるようになりました。
　加藤祐三氏はペリー側が提示した条約草案の交渉に際して

「数のうえで幕府が優勢、言語能力・法律知識のうえでも幕府
は劣勢とはいえない。迫られて始まった交渉だが、ここにきて幕

府は攻勢に転じた」としています（『黒船前後の世界』岩波書店、
1985年、355頁）。幕府の主体性を高く評価する加藤氏の見解
は、のちの研究に大きな影響を与えました。
  井上勝生氏は「幕府の全権代表林大学頭復斎の外交姿勢につ
いては、通説では無知、無能な応対が強調されてきたが、そうで
あろうか」と疑問を投げかけ、「偏見を廃して幕府の外交を評価
する必要がある」と踏み込んだ指摘をしています（『日本の歴史
18　開国と幕末変革』講談社、2002年、190・191頁）。
　一方、鵜飼政志氏は「条約内容の解釈については、清国と同じ
く恣意的なものにすぎず、正確な理解であったとは言い難い」と
幕府の国際法理解の限界を示唆しています（『明治維新の国際舞
台』有志舎、2014年、44頁）。
　幕府の対外政策について異なる評価が生み出される背景を紐
解いた麓慎一氏は「幕府の対外政策が過度に拙劣であった、と
評価することも妥当ではない」としつつ、「しかし、幕府に交易の
許可を押しとどめさせたのは、徳川斉昭と彼に期待する勢力で
ある。したがって、この点に幕府の対外政策を高く評価する根拠
を見いだすことは困難であろう」と前水戸藩主徳川斉昭の影響
力を重視しています（『開国と条約締結』吉川弘文館、2014年、
251～253頁）。

◆幅広い研究史を把握する
　幕末期の対外関係史研究の成果については、後藤敦史「幕末
期対外関係史研究の現在」（『歴史評論』812号、2017年）、吉岡
誠也「幕末期外交・貿易・海防史研究入門」（『歴史評論』875号、
2023年）、横浜を中心とした情勢については吉崎雅規「幕末期
横浜に関わる研究動向」（横浜開港資料館・横浜幕末維新史研究
会編『幕末の開港都市・横浜』戎光祥出版、2024年）をご参照く
ださい。本稿で紹介しきれなかった複雑で多岐にわたる貴重な
研究成果が端的に整理されています。

　日米和親条約や幕府の交渉能力をめぐる評価の多様性は、当
時の対外関係や交渉過程の複雑さを反映したものといえるで
しょう。
　今後は海外資料の調査がさらに進展し、新たな見解が提示さ
れていくのではないでしょうか。また、地域社会の視点から日米
和親条約の意味を捉え直していくことも課題となるでしょう。調
印から170年。日米和親条約の研究は更新され続けています。

（神谷大介）

調印から170年
日米和親条約研究の現在

応接所での交渉に臨むペリー　『日本遠征記』1巻所収　横浜開港資料館所蔵

11



特別展
「外国奉行と神奈川奉行―幕末の外務
省と開港都市―」
会期：Part1「外国奉行―幕末の外務省」：
9月21日（土）～10月20日（日）
Part2「神奈川奉行―開港都市を治める」：
10月26日（土）～11月24日（日）
＊Part1・2では展示資料全点が入れ替えと
なります。
10月22日（火）～25日（金）は展示替えの
ため特別展はご覧いただけません。

入館料：［各期］一般500円
小・中学生／横浜市内在住65歳以上　
250円

［Part1・2共通入館券］900円

展示関連企画
○展示解説
9月29日（日）15時～／11月8日（金）10
時30分～　それぞれ40分程度
予約不要　※特別展観覧料が必要

○トークライブ「幕末の外交官を深掘り
する！」〔事前申込〕
日時：10月9日（水）13時30分～16時

「幕末外交文書の紹介」
講師：小野将氏（東京大学史料編纂所准教
授）

「ハリスからみた幕府外国方」
講師：福岡万里子氏（国立歴史民俗博物館
准教授）
参加費：500円　定員：40名

○特別展関連講座〔事前申込〕
（１）「外国奉行―幕末の外務省」
10月20日（日）

（２）「神奈川奉行―開港都市を治める」
11月16日（土）

各講演：15時～16時30分
参加費：各回500円　定員：各40名

○まち歩き「神奈川奉行所ゆかりの地を
歩く」〔事前申込〕
日時：11月13日（水）　14時30分～16時
30分
参加費：500円　定員：20名

◯展示関連図書
横浜開港資料館編『外国奉行と神奈川奉行』
A4判　192ページ　2,500円（税込）
約250枚の図版で2つの組織について紹介
します。専門研究者の論考も収録。

ミニ展示
ペリー横浜来航170周年記念ミニ展示
会場：常設展示室内ミニ展示コーナー
◆パート3「黒船接近！絵図による幕末
の海防体制」
会期：8月16日(金)～11月21日(木)
当館収蔵の海防御固図(かいぼうおかため
ず)（幕府が諸大名に命じた警衛の配置図）
から、横浜周辺における海防体制の変遷を
紹介します。

◆パート4「モーリー大尉の日記」
会期：11月22日(金)～2025年2月20日
(木)
ペリー艦隊の一員で海図や水路図作成の専
門家、モーリー大尉自筆日記から、彼がどの
ように測量を行っていたのかを紹介します。

寄贈資料
・大津一男氏旧蔵文書　170点
 （大津勝子氏）
・小杉家資料　17点（小杉尚子氏）
・イリス商会宛葉書　1点(山田幸信氏）
・中沢磯一家文書　356点(本田章子氏）
・袖垣図　1点(押尾梅夫氏）
・田中三郎日記　1点(田中正洋氏）
・捜真女学校関係資料　10点(松岡正樹氏）
・入野基・コウ関係資料　27点
 (永山直子氏）

たまくすの木クラウドファン
ディングが成立しました！

5月21日から実施していた「たまくすの木
（横浜市地域史跡）」周辺にバリアフリー
デッキを整備する地域循環型のクラウドファ
ンディングが、多くの皆様のご支援により目
標金額の500万円を超え669万7千円とい
う結果になりました。

バリアフリーデッキ完成イメージ

No.157

横浜開港資料館　利用案内
開館時間	 9：30～17：00（入館は16：00まで）
休館日	 月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始ほか
入館料	 一般200円　小・中学生／横浜市内在住65歳以上100円
	 ＊特別展「外国奉行と神奈川奉行―幕末の外務省と開港都市―」会期中
	 　一般500円　小・中学生／横浜市内在住65歳以上　250円

閲覧室の利用について
事前予約制（先着順）です。閲覧希望日前日の開室時間中に、電話で予約してください。
開室時間	 10：00～12：00　13：00～16：00
休室日	 月曜日・火曜日（祝日の場合は翌日）、資料整理日（毎月第4金曜日）、年末年始ほか
利用料	 100円（閲覧室のみご利用の場合）
電話番号	 045-201-2150（直通）

ミュージアムショップ & カフェ　PORTER’S LODGE
営業時間	 9：30～17：00（カフェラストオーダー16：30）
店休日	 開港資料館に準じます

アクセス
・みなとみらい線「日本大通り」駅4番出口から徒歩2分
・JR関内駅（南口）、市営地下鉄関内駅から徒歩約15分
・JR桜木町駅から市営バス「日本大通り駅県庁前」

下車、徒歩1分

ホームページ
http://www.kaikou.city.yokohama.jp/

X（旧twitter） ＠yoko_archives

Instagram ＠yokohama_kaikou

管理運営団体 公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団

＊今後の状況により変更する場合があります。最新情報は、当館ホームページ・お電話でご確認ください。
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